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育成方法は今までいろいろ行なわれているが､一般的ycは2- 4月yc稚貝を採取 して､それをノく-ル

ネットに収容し､9-12月頃まで中間育成L殻長3-5cmくらいVEなった頃､放流または養殖ycまわ

されている.7カガイ稚月はパールネ ット当bの収容密度によって成長差が認められている｡従って収

容量ycついては用途別 (養殖用､種苗用､放流用)に分けて考える必賓かあろう.今年度はこの点につ

いての試験を行なった.

結果および考察

第1表のようyC/,'-ルネット当Dの収容密度を10段階yc分けて試験を行なった.

これycよると8- 9月以降､穀長で言うと3m以上vCなると成長差か大きく出ている｡従って少なtと

も3.0cm以上の月では/,I-ルネット当bの収容密度を30-40個以内にするのか適当と思われる｡

-203-



｢

第 1表 中間育成時に牽ける収容密度と成長の関係

場所 月Jj平均穀長妄 3月20日 7月16日 8月29日 9月30日 1 12月25日SⅠJ(cm) 価 SⅠJ(cm) 価 SⅠJ(cm) 個 SL((潤)

個 SⅠ｣(cm) 価川内 10 1.72 10 5.05 10

5.5 10 4.2 10 4.7 1020 20 2.97 20 5.5 20 4.1 20 4.8 2C

50 50 2.88 50 5.4 29 4.1 2

9 4.7 2940 40 2.87 40 5.4

40 4.0 40 4.5 4050 50 2.74 50 5.2 50

5.8 50 4.5 50場節 早 -月j平均穀長
･生残数 3月18日 5月7日 6月5日 7月7日 8月19日SⅠ｣ 価 SⅠ｣ I 個 SⅠ｣ 価 SⅠ｣

個 SⅠ｣ 個密度 ＼ (cm) (m) (cm) (

cm) (m)輿内 10 2.07 10 2.59 7

2.79 7 5.14 7 5.9 720 20 2.4

2 19 2.82 19 5.28 18 4.2 1850 50 2.09 50 2.71 50 5.50 50 4.

5 2940 40 2.15 58 2.67 57 5.

25 57 4.2 5750 50 2.14 45 2.

58 45 5.06 42 4.1 4060 60 2.

01 55 2.57 55 5.14 52 4.1 5070

70 2.09 64 2.54 64 5.07 64 4.0 6280 80 2.28 67 2.52 66 5.04 66 4.0 66

90 90 2.05 87 2.50 87 5

.02 85 4.0 82100 100 2.20 100

2.66 100 5.14 98 5.9 94場所輿内

.日平均療-･生残数密度 ＼ 9月18日 10月17日 11月24日 12月18日 2月18日㍊ 個 ㍊ 個 (smL) lP

㍊ 個 ㍊ 個10 4.4 6 5.4 5 5.6 5

5.8 5 6.0 520 4.5 17 5.1 17 5.

5 15 5.4 15 5.6 1550 4.6 29

5.1 29 5.2 29 5.4 29 5.6 2940 4.5 ･57 4.9 5d 5.1 55 5.2 54 5.4 る4




